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１．富士川かりがね橋の開通と開通後の新たな取組について 

富士川かりがね橋はいよいよ今年度開通を迎える。 

工事状況を見ても、誰もが開通間近と認識し、最終段階に

来たことを認識している。 

平成14年の都市計画決定以来、20年を超える時が過ぎ、特

に地元の松野・木島地区の住民は本当に感慨深い。 

富士川かりがね橋開通の効果を波及させるため、開通を契

機に地域の魅力を発信し、開通に合わせ新たな取組を強化し

ていくことが重要である。 

この富士川かりがね橋の開通について、以下伺う。 

(1) 今年度開通の予定だが、開通の時期については予定どお

りか、また、開通日の発表についてはいつ頃になるのか。 

(2) 開通の式典及びイベントに市はどのように関わり企画し

ていくのか。 

(3) 開通後の富士川かりがね橋を利用した交通機関につい

て。 

① 特に高齢者や運転免許証返納者など車を利用していな

い方への交通手段としての公共交通機関はどのように考

えているのか。 

② 若い世代の高校生たちの通学路として考えたときに、

自転車及び歩行者にはとてもよい橋だと思うが、特に富

士市東側に位置する富士市立高校への通学手段として、

橋を利用したスクールバスなどの運行は可能か。 

(4) 富士川かりがね橋の西岸に位置する富士川地区には富士

川楽座や富士川体育館、西消防署富士川分署、学校給食セ

ンターなどの施設がある。特に富士川体育館は駐車場も多

くあり、利便性もよいスポーツ施設である。体育館の北側

にはスケートボード練習場もできており、この橋の開通に

合わせて、冨士川体育館をスポーツの拠点の中心として、

サイクリングの休憩地点及び体育館前の河川敷に特に競技

人口が増えてきているグラウンドゴルフ場の整備を提案す

るがいかがか。 
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